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研究成果の概要（和文）：　本研究は、平安時代中期に生み出された「女院」という天皇家における地位が、そ
の時々の王権のどのような要求によって創設されたのかということを明らかにするために、まず女院たちが生み
出される際の史料を集めた。特に女院創設時の史料をまとめた「院号定部類記」については、従来翻刻がなかっ
たため、これを翻刻して報告書として発行した。
　以上の史料を基に、その時々の王権によって必要とされた12人の女院創設について、それぞれの王権とその時
の政治状況から検討・分析し、それぞれの王権の特徴を追究した。

研究成果の概要（英文）：This study has two aims.  First it intends to describe the position/status 
of the Nyoin, established in the mid-Heian era, within the imperial family. By collecting historical
 materials featuring the establishment of the Nyoins, this study tries to clarify the aim of each 
monarch in establishing the position/status of the Nyoin. Among the historical materials collected, 
this study reprinted the IngoSadameBuruiki for the first time, and published it as a report.
Secondly, this study clarified the characteristics of each monarch, by examining the twelve Nyoins 
described in the above-mentioned historical materials. As the Nyoins were established under the 
differing policy aims of each monarch at the time, an examination of both the status/position of the
 Nyoin and the contemporary political situation was investigated. 

研究分野： 日本中世史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の重要な研究成果の一つは、初期女院たちが女院になった前後の様子について記す「院号定部類記」と
いう史料の諸本研究とその翻刻を行ったことである。従来まとまった翻刻がなかったが、これにより遅れがちで
あった女院そのものの研究の発展が大いに期待できる。また「院号定部類記」のなかには、現存しない古記録も
含まれるため、逸文研究などの発展にも寄与するものとなる。
　さらに史料から各女院に関する基礎情報を抽出して整理し、各女院を創出した王権とその周辺や、女院になる
前後の政治状況を概観して、各女院を創出した要因を検討した。これらの基礎情報や検討結果は、この時期の政
治史研究の進展にも寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
⑴ 女院研究の動向 
 女院領研究に対して女院そのものの研究は、1976 年の橋本義彦氏の「女院の意義と沿革」に
とどまっていた。橋本論文では、初期の女院の地位について、母后に勝る地位で後宮の最高位
であったとした。これに対し 90 年代後半になって高松百香氏「女院の成立」が出て、橋本説
を全面的に批判した。そこでは女院は、后位制の動揺に直面した際、その解消のための急ごし
らえの地位であったと明らかにした。これ以後女院とは最初から権威が準備されていたわけで
はなく、歴史的段階を経る上で、その都度政治的・経済的力を獲得していったと想定すること
が可能となった。また、橋本氏はその後の女院の展開について、女院になるための三要件（出
家・国母・后位）が徐々に放棄され、鎌倉期には全要件を満たさない女院（宣陽門院）が現れ、
その地位は低下したと説明する。しかし、むしろそれは女院という地位が王権のなかで徐々に
必要度を増し、何としても生み出すべき身位となっていたことの証左と考えられよう。 
⑵ 研究の前提 
 以上のような研究動向を受けて、研究代表者である野口は鎌倉期の「女院の乱立」とも称さ
れる時代の前提として、院政期から鎌倉初期にかけての女院の創出を概観した。それによれば、
当該期の女院の創出には后位の状況に連動したものと、そうでないものとに大別することがで
きる。后位の状況との連動とは、中宮・皇后・皇太后・太皇太后全てが在位中か否かで、后位
に空席があるかということである。つまり、后位に空席がなく、新たな空席を設けるために、
女院を創出する場合は、后位の状況に連動しており、后位に空席があるのに女院を創出する場
合は、后位の状況に連動していない、ということになる（野口華世「鎌倉時代の女院と女院領
―その前提と意義―」（細川涼一編『生活と文化の歴史学７ 生・成長・老い・死』竹林舎、2016
年））。 
 后位の状況に連動しない女院の創出には、女院そのものを生みだそうとする強い意図があっ
たはずであり、女院そのものが王権に必要とされたことの証拠なのである。 
 
２．研究の目的 
 上記のような研究動向に鑑み、本研究は、女院という平安時代中期に生み出された、天皇家
における地位の検討を通じて、中世王権の日本的特徴を明らかにしようとするものである。と
いうのも、先述のように女院になるための要件は女院を創出するたびに緩和された。これは女
院という地位を生み出すための要件を変えてまでも、それを必要とした王権側の要求があった
ためと考えられるのである。しかし、王権側にどのような要求があって女院が生み出されてい
ったのか、また、なぜ后では事足らずに女院を次々と創出したのかということについて、明確
な知見は得られていない。女院という地位は東アジア世界においては類例がなく、極めて特異
な形態であるため、女院の創出を精査することは日本独自の王権の在り方をあぶりだし、ひい
ては日本の中世社会における女性の在り方を示す指標となるはずである。 
 
３．研究の方法 
 まず、１番目の女院である東三条院から、女院になるための三要件全てを満たさない 18番目
の宣陽門院までを「初期女院」と規定し、その間の女院の創出＝院号宣下、に注目する。初期
女院のなかで、その院号宣下が后位と連動しない女院の創出事情をさぐる。初期女院のなかで
后位と連動しない院号宣下とみなせる女院は、上東門院②（丸番号は院号宣下順を示す、以下
同じ）・郁芳門院⑤・待賢門院⑥・高陽院⑦・美福門院⑧・皇嘉門院⑨・八条院⑪・建春門院⑭・
建礼門院⑮・殷富門院⑯・七条院⑰・宣陽門院⑱である。以上の 12 人の女院について、院号宣
下時の史料を蒐集した。 
院号宣下時の古記録を集めてまとめた「院号定部類記」は、院号の決定とともに、院司の決

定、衛府の陣屋や火炬屋などの撤去、その後の殿上始・御幸始までの記事を集めている場合も
多く、特に有用な史料である。しかしこれまでまとまった翻刻はなく、翻刻することも必要で
ある。さらにより良い関連史料を探すための史料調査も必要である。 
「院号定部類記」をはじめとする史料の蒐集をしながら、各女院の基礎情報、すなわち⑴系

譜⑵事績⑶家司・宮司・院司⑷女房⑸所領⑹当時の治天の君など、を史料や先行研究からも抽
出する。これらにより、各女院が院号宣下を受けて女院になる前後の状況分析を便宜的に行う
ことが可能となり、女院ごとの事情を明らかにすることができる。 
 

４．研究成果 
 この研究による重要な成果の一つは、后位と連動せずに創出された初期女院をピックアップ
して、「院号定部類記」の翻刻を行ったことである。広く史料を蒐集するなかでも、やはり院号
宣下前後について、さまざまな古記録を集めて「院号定部類記」としたこの部類記は、本研究
にとって最重要史料である。また、この研究を遂行していくなかで、研究開始当初にはわかっ
ていなかったが、研究各年度に実施した史料調査の成果から、「院号定部類記」には諸本あるこ
とが判明した。それにより、当初翻刻の底本とする予定だった本よりも、質的にも良く、かつ
利便性の高いものを翻刻の底本に選ぶという選定作業が必要となった。また、選定するために、
諸本研究を行う必要も生じた。 
諸本研究の結果、「院号定部類記」の諸本には、「柳原本」や「西園寺本」など多種あるが、



そのような諸本の中でも、「内閣文庫本」、「宮内庁書陵部本」、「東山御文庫本」、「水戸彰考館本」
は同じ系統の本であり、これらは「金沢文庫旧蔵本」といえることを明らかにした。本研究で
は、特に初期女院についての内容が最も豊富である、この「金沢文庫旧蔵本」を翻刻すること
とした。そして「金沢文庫旧蔵本」系統の諸本のなかから、江戸時代の写本であって、一般的
に最も利便性の高い「内閣文庫本」を翻刻の底本とすることにした。 
これまで諸本研究をしたうえでのまとまった翻刻はなかったが、本研究では、諸本研究を実

施したうえで、「院号定部類記」の翻刻を行っている。この翻刻は、女院領研究に比して遅れが
ちであった女院そのものの研究の発展に寄与することはもちろん、「院号定部類記」のなかには
すでに現存しない古記録も多く含まれているため、逸文研究などの進展にも寄与するものとな
ろう。このように、諸本研究を前提とした「院号定部類記」の翻刻を行ったということが、ま
ずは本研究の最大の成果だといえよう。  
さらに重要な成果は、蒐集した史料などから、各女院の基礎情報⑴系譜⑵事績⑶家司・宮司・

院司⑷女房⑸所領⑹当時の治天の君などを抽出して整理したことである。各女院の基礎情報の
整理とともに、各女院を創出した王権（治天の君）を確認した上で、その時々の政治状況を概
観し、各女院を創出した要因を検討した。また、全般的な女院になる前後の状況の分析として、
后が女院になるときに何がおこるのか、という考察を、研究協力者である伴瀬明美氏が明らか
にしている。 
本研究でピックアップしている女院は、初期女院のうちの 12人と多く、その状況も多岐にわ

たることから、それぞれの分析は拙速に行えるものではない。さらなる考察も必要ではあるが、
まずは基礎情報を収集して、整理したことが重要な成果である。従来、前掲の橋本論文をはじ
め、多くの辞書類などに「女院一覧」が掲載されてきたが、そこでは、各女院とその時々の王
権とを対応させて示すものはない。また、女院周辺の人びとについて注目して女院司などを抽
出しているものもない。女院の創出には必ず王権が関わり、その王権の周辺には院近臣などの
存在も欠かせないことから、各女院や一定の時期の女院について研究しようという時、さらに
は当該期の王権研究をする際にも、各女院の基礎情報は非常に重要な材料を提供する。したが
って、以上の成果は、今後の女院研究はもちろん、当該期政治史研究の発展のためにも有用な
ものであろう。 
 以上の成果の中から、該当女院の「院号定部類記」の翻刻と、２本の研究論考を主な内容と
する「2017～19 年度科学研究費助成事業基盤研究（C）（一般）「女院からみる中世王権の特徴
―院号宣下の背景と経緯の検討を通して―」研究成果報告書」をまとめ、2020 年３月に発刊し
た。「院号定部類記」は該当女院について、女院ごとに全てを翻刻している。研究論考は、研究
代表者である野口が「「院号定部類記」をめぐって」と題し、「院号定部類記」の諸本研究をま
とめた。また女院の院号宣下前後の状況を検討するための前提となる、院号宣下の前後で何が
変わるのかということを追究した「后が院号宣下を受けたとき何がおこるか」という研究論考
を、本研究の研究協力者である伴瀬明美氏が執筆、寄稿くださった。この研究報告書の発刊も
本研究の大きな成果の一つである。 
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